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東 北 地 方 整 備 局

災害時の仙台港で物流機能の早期回復を図る

～「第４回 災害時の仙台湾港湾物流機能確保方策検討委員会」開催～

３月４日（金） ホテルメトロポリタン仙台

今後３０年間に９９％の確率で発生することが懸念される宮城県沖地震に備え、

港湾における物流機能の維持と早期回復を目的として、荷主や港湾関係の企業、

行政機関の協働の下、仙台港の企業物流（国際海上コンテナ、完成自動車）等を

モデルとした港湾BCP※の検討に取り組んで参りました。

今回、第4回委員会を開催し、災害時の仙台港における物流機能の課題を

明らかにし、早期に回復するための対応・連携を関係者間で共有するとともに、

次年度以降の継続的な取組体制や取組方針をとりまとめます。

※事業継続計画（Business Continuity Plan）：災害等不測の事態に対して、事業の

継続又は早期復旧を可能とするための方策等を定めた計画

【委員会開催概要】

◆日時：平成２３年３月４日（金） １３時３０分～１５時３０分

◆場所：ホテルメトロポリタン仙台 ４階 「SENDAI」

（仙台市青葉区中央1-1-1）

◆議事：

１．港湾における物流機能を早期に回復するための対応方策について

２．検討の推進体制、各関係者間の情報共有手法や連絡体制について

【添付資料】

◆委員名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（資料－１）

【取材】報道関係者席を用意しております。

なお、撮影は冒頭挨拶までとさせていただきます。

＜発表記者会＞宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会

【問い合わせ先】

災害時の仙台湾港湾物流機能確保方策検討委員会 事務局

（国土交通省 東北地方整備局 港湾空港部 港湾空港防災・危機管理課）

電話 ０２２（７１６）００２４

課 長 及 川 隆 【内線６４２１】
おいかわ たかし

課長補佐 三 浦 匠 【内線６４２２】
みうら たくみ



（順不同・敬称略）

氏 名 所 属 職 名

委員長 稲 村 肇 東北工業大学建設システム工学科 教授

委員 風 間 基 樹 東北大学大学院工学研究科 教授

委員 福 本 潤 也 東北大学大学院情報科学研究科 准教授

委員 磯 部 典 幸 東洋ゴム工業株式会社 仙台工場長

委員 倉 田 博 美 日本製紙株式会社 石巻工場長　（岩沼工場長兼務）

委員 山 本 幹 近海郵船物流株式会社 取締役仙台営業所所長

委員 青 山 修 二 トヨタ輸送株式会社 北海道東北営業部副部長

委員 松 下 雅 俊 株式会社フジトランスコーポレーション 仙台支店長

委員 岸 野 康 一 塩竈港運送株式会社 代表取締役社長

委員 澁 谷 斡 一 三陸運輸株式会社 代表取締役社長

委員 太 田 喜 一 郎 宮城マリンサービス株式会社 代表取締役社長

委員 山 口 亮 仙台塩釜港振興会 会長

災害時の仙台湾港湾物流機能確保方策検討委員会　委員名簿
資料－１

委員 黒 川 久 宮城県倉庫協会 会長

委員 小 野 晋 社団法人東北経済連合会 理事地域政策部長

委員 大 槻 重 一 仙台商工会議所 事務局次長

委員 藤 川 泰 生 社団法人日本埋立浚渫協会 東北支部長

委員 佐 藤 敬 宮城県 土木部次長（技術担当）

委員 岩 﨑 裕 直 仙台市 都市整備局　総合交通政策部長

委員 佐 藤 健 彦 国土交通省東北運輸局 海事振興部長

委員 岩 本 喜 吉 第二管区海上保安本部 交通部長

委員 青 山 英 樹 宮城海上保安部 部長

委員 藤 原 文 登 財務省横浜税関仙台塩釜税関支署 支署長

委員 川 嶋 直 樹 国土交通省東北地方整備局 企画部長

委員 津 田 修 一 国土交通省東北地方整備局 港湾空港部長

委員 和 田 匡 央 国土技術政策総合研究所管理調整部国際業務研究室 室長

事務局 小 島 肇 国土交通省東北地方整備局港湾空港部 沿岸域管理官

事務局 及 川 隆 国土交通省東北地方整備局港湾空港部港湾空港防災・危機管理課 課長

事務局 池 秀 文 国土交通省東北地方整備局塩釜港湾 空港整備事務所 所長事務局 池 田 秀 文 国土交通省東北地方整備局塩釜港湾・空港整備事務所 所長

事務局 平 間 光 雄 宮城県土木部港湾課 課長

事務局 石 澤 秀 春 宮城県仙台塩釜港湾事務所 所長


